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１　本書は静岡県浜松市中区南伊場町 33 番地の１ほかにおける梶子遺跡 19・20 次調査の発掘調査

報告書である。 発掘調査の報告書は、本文編（ １分 ）、 真 編（ 分 ）、古

調査編（ ３分 ）の３部で構 される。本書は １分 に る。

　発掘調査は、東 鉄 式会 浜松工場の建替工事に 立 した。 地発掘調査

報告書 行 は、 ー 東 コン タン 式会 と浜松市との委 約により浜

松市教育委員会（浜松市市民部文化財課が補助執行）が行い、 を浜松市教育委員会の

の と、浜松市から委 を けた 式会 が した。調査にかか る は、

ー 東 コン タン 式会 が した。

３　発掘調査にかか る面積と期間は、 の りである。

　　調査面積　　約 6,643 ㎡

　　委 期間　　平 28 年（2016 年）４月１日～平 31 年（2019 年）３月 29 日

４　 地調査は、井口智博、 木 （浜松市市民部文化財課）の の と、 式会

が を した。調査 と の は別 に記 。 は井口の の と、上田

優喜、藤本隆之が を 、秋山真好、 村 之、山中悟朗、 が補佐した。

　本書の編集は上田が行 た。執 者は 記のとおりである。

　　 １

　　　１ 井口智博

　　　 藤本隆之

　　　３ 山中悟朗

　　　４ 秋山真好

　　　 井口智博

　　

　　　１ 藤本隆之

　　　 藤本隆之・上田優喜

　　　３ 山中悟朗

　　　４ 秋山真好

　　　 上田優喜

　　 ３

　　　１ 藤本隆之

　　　 藤本隆之

　　　３ 藤本隆之

　　　４ 藤本隆之

　　　 上田優喜

　　　 上田優喜

　　　 藤本隆之

　　 ４

　　　１ 山中悟朗

　　　 山中悟朗

　　　３ 山中悟朗

　　　４ 山中悟朗

　　

　　　１ 藤本隆之

　　　 樋上昇

　　　３ 山本

　　　４ 渡辺晃宏

　　

　　　１ 井口智博

　　　 井口智博

　　　３ 井口智博

　　遺物 真 は、木簡 墨書土器の 真を 立行 人 立文化財機構奈良文化財

所 真 が行い、遺物集 真を井口が、 の を 村が行 た。

　調査にかか る 記録 出土遺物は、浜松市市民部文化財課が している。



　

１　本書で いる は て世 地 に 。 （北）は 北、 は である。

　土 ・土器の 調は 土 （ 産 産 会 ）に した。

３　遺構、遺物の 記号は の りと る。

　　 掘立柱建物　　 土坑　　 Ｄ 溝・自然流路　　 貝塚　　

　　 遺物集積・ 遺構

４　遺構番号は検出 にかか ら 、調査区 区 ・遺構種別 とに連番を した。

　本書に された遺構 、遺物 の は れ れの 面に 記した。

　本文中に した土器の 式名や 編年 は、 の文 に き記 した。

　　弥生土器　 木 　2009　　「 松遺跡出土遺物に る弥生時代後期の土器編年」

　　　　　　　　　　　　　　　　　 松遺跡 次　弥生時代編 （財）浜松市文化 財

　　古式土師器 木 　2002　　「古墳時代 期に関 る 」

    　　　　　　　       　　 遺跡 （財）浜松市文化 会

　　土師器　　 木 　1998　　「 　 ３ 　古墳時代土器編年の 要」

    　　　　　　　        　　 梶子北遺跡　遺物編（本文）（財）浜松市文化 会

　　須恵器　　 木 　2005　　「 　 １ 　出土須恵器に いて」

    　　　　　　　        　　 東 遺跡 （財）浜松市文化 財

　本書では、 遺物 中に のような ーン・ ーン、記号を いた。なお、 ・

墨書・ 墨 に いては の 度、 中に した。

　　 遺物 面

　　　　　　須恵器　　　　　灰釉陶器・ 釉・ 　　　　　土製品・石製品

　　 遺物 面

　　　　　　墨書　　　　　　 墨書　　　　　墨 　　　　　 墨 　　　　　

　　　　　　灰釉陶器・ 釉・

　　 遺物記号

　　　　　　 　　　　 記号　　　　 　　　　　静
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１ 　 　

１　調査に至る経緯

　梶子遺跡は、伊場遺跡 を構 る遺跡の である。遺跡の は、ほ 東 鉄 式会

浜松工場の敷地と な ており、 には 鉄浜松工場内遺跡と れていた。

　遺跡は、1962 年に 鉄浜松工場内の工事 場から出土した弥生土器 が、浜松市 土博物

に れたことにより、 在が らかにな た。梶子遺跡と の 辺は大 時代から 土

がなされており、 は遺跡の や に いて ることが であ たが、1970 年代後

、浜松工場の建物 により本 な発掘調査が行 れるようにな た。

　梶子遺跡では、これ でに浜松工場の 建 に関連 る発掘調査と、工場 の市 いの

路 や 工事に伴う発掘調査が行 れ、 に遺跡の が らかになり ある。

の発掘調査の から、弥生時代の東 １ 近 に ぶ 大な 域を 集落の 在や、

・奈良・平安時代の木簡や墨書土器などの古代文字資料が多 出土したことから、 る伊

場遺跡とと に 地に古代敷智郡の郡家が 在したことが らかにな ている。

　浜松工場は、 ら 東 の 期検査場としての を てきたが、工場の 化と

の の 化が課 とな ていた。2005 年に東 鉄 式会 より工場の 面 な建替と

が され、埋蔵文化財の いに いて を行 た。 た、 と 行して 調

査を し、工場地 の埋蔵文化財の埋 状 に いて調査を行 た。この 、 発によ

る埋蔵文化財への がある 所に いては、本発掘調査を ることとなり、2011 年度から

地発掘調査を した。

　2016 ～ 2017 年度の 地発掘調査 2018 年度の ・報告書 行 は、浜松市教育委員会（浜

松市市民部文化財課が補助執行）が行い、 を 式会 に委 して した。調査面積の

は、6,643 ㎡である。

0 400km 0 100km

遺

F 1　梶子遺跡の
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　調査の と経

　調査地 の設 　 の調査 地は工場内の 所に分 しており、調査次、調査地区 とにＡ

～Ｄ区の調査区名 を した。調査は、工事の工 上の から 調査区を 区 に分 して行う

要が生じたた 、 区 には調査 に 番を した。 調査区の面積は 19 次調査のＡ区で 1,162

㎡、 区で 104 ㎡、 区で 86 ㎡、Ｄ区で 5,221 ㎡、20 次調査ではＡ区 21 ㎡、 区 33 ㎡、 区 13 ㎡、

Ｄ区 3 ㎡になり、調査 面積は 6,643 ㎡である。

　 の設 　　調査を るにあたり、世 地 に 平面 を いて

10 間 の ドを した。原点は、 ド北 （X -143,900、 -72,700）とし、東

に 、南北 に 字を い、 を せて した。

　 土の 　調査地は 東 浜松工場内であり、 域に 土が されていたた 、 調査区

てにおいて、 に 機（ ー）を いて れらの を行 た。 機の に

は平 を し、 に掘 を行 た。調査で発生した 土は、 土と 土に 別しながら

コン ーを連 、遺構に しない などに き後、場 へ 出して れ

れ 分した。

　遺構の 　遺構の は、 土 後、人 による遺物 掘 と遺構検出、 査を行 た。

掘 には主に コ と 本 、遺構の検出には 、三 ーを した。検出した

遺構は て、 などを いて に掘り た。遺構に いては 、 面 の 、

たは 掘 して、埋土 積状 の に た。遺構内からの出土遺物は状 に じて 真

や出土状 を して、 り上 を行 た。　

　 　遺構平面 は、 した 点を に ータ ー ンを いて して記録

を行 た。調査区 面や埋土の特 な遺構は主に ータ ー ン、 を いて

土 面 を した。 た、遺物の出土状 は 要に じて 、 を いて平面と

立面を 化した。

　 　 真 は主に を い、 は （ ・ ン A ）と ー

ー （ ・ 100F）を した。 た、 部４ を い、 と ー ー

での を行 た。 ー ー に いては 35 での 行 た。 工

記録などの 真には タ した。 所からの には ー ン タ ーや

所 、 コン を した。

　 　出土遺物の など の 部に いては 地調査の から 行して行

た。本 な と報告書 は、 地調査 後の 2017 年 月から 2019 年 3 月 で、

梶子遺跡発掘調査事 所において、出土遺物の 、 、 面編集、 ー 、原 執 などの

報告書 を行 た。報告書に しない遺物に いては、 行して平 30 年（2018 年）6

月 19 日に浜松市文化財課 員立会の と川名収蔵 へ収 た。出土遺物に いては報告書の

番号 に収 し、浜松市地域遺産センターにて している。
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T 1　梶子遺跡 19・20 次調査　調査

平 28 年４月
～

平 28 年 月

代 人 主 調査員 山　

調査員 村 　

秋山　

金内　

員 　

田　

平 28 年 月
～

平 29 年 月

代 人 主 調査員 秋山　

調査員 村 　

秋山　真好 平 29 年１月～

村　 之 平 29 年 月～

員 田　

　 ～平 28 年 月

安 　 平 28 年 12 月～

補助員 　 平 29 年 月～

平 29 年３月
～

平 29 年 月

代 人 主 調査員 藤本　隆之

調査員 村 　

秋山　真好

村　 之

山中　悟朗

調査補助員 上田　優喜 平 29 年４月～

員 田　 ～平 29 年 月

安 　

補助員 　

平 29 年 月
～

平 30 年３月

代 人 主 調査員 藤本　隆之

調査員 秋山　真好

山中　悟朗 20 次調査

村　 之

員 安 　

調査補助員 上田　優喜

調査補助員 　

平 30 年４月
～

平 31 年３月

代 人 主 調査員 藤本　隆之

調査員 上田　優喜

村　 之

調査 者

　 地調査　 ・ 谷 子・ ・足木 ・足立 ・足立 ・石岡 ・伊藤

　　　　　　 之・ 田喜 ・内 ・大石 ・大川 悟・大 ・ 田 ・大 ・大村真

　　　　　　 藤 行・川 ・木 ・ 木 ・ 出 ・ 出 ・斎藤 ・佐藤

　　　　　　 木延文・ 田 ・ ・ ・ 原 ・ 山 ・ 木 ・ 木 ・ 木

　　　　　　 木三 ・ 木 ・須部 ・須山 ・ ・ 田 ・ 部 ・ 内 ・田中

　　　　　　 ・土 ・出 次・ 山 宏・ ・ 田 ・ 良子・ 本 ・ 宏之

　　　　　　藤田 ・藤原 ・古 ・ ・松本 生・ ・ 好 ・村松 ・ 部紀

　　　　　　 ・山口 ・山 子・山 奈子・山 ・山本 子・渡辺時次

　 　 谷 子・ 川 ・石岡 ・上村 子・内山 世・ ・北 恵子・佐藤 恵

　　　　　　 田 ・ 原 ・田 子・ 良子・中村 子・ 谷川 ・藤 紀子・ ・ 絵

　　　　　　 良・ 子・ 子・山 子・山 奈子・山 ・山本 子

T 1　梶子遺跡 19・20 次調査
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３　地 ・

（1）地

　浜松市は静岡県 部に し、東に天 川、 に浜名 、南は 、北は 石山地に れて

いる。天 川は 県の を 流として 石山地を南 し、 状地を形 る。 状地の

に 積地である三 原 地があり、 の に浜名 が る。 た三 原 地の南 の に

は東 約 、南北約３～４ に ぶ 積地が がる。この 積地は に面し、浜松 地と

れる。本遺跡は、 状地と三 原 地に る浜松 地北東部に る。

　浜松 地上には 岸 に 行 るように東 に る の が を て発 している。

内 の １浜 は、約 8,000 年～ 7,000 年 に形 された三 原 地南 の の

を している。 ・ ３浜 は、南 してい 岸 を いながら約 5,000 年 には形 さ

れたと されている。このあと南に か て ４・ ・ 浜 が 。この浜 間にある

地は、天 川や の 流の 平 とな ており、 地 の 地ができ 土や 物遺 を

機 土 の 地 積物が 積している。これらの浜 は天 川 りとなる東で を えるが、

に かうに れ収 、浜名 では３ を える。 して、東 が 3 浜 上に、 １浜

上は 、 ４浜 上には 塚 が延 ており、浜 は の要所として機 していた。

　梶子遺跡は伊場遺跡 に属し、遺跡 のほ 中 に る。遺跡 の北に る １浜

上には中村遺跡、梶子北遺跡、三 遺跡があり、南 の 平 上に る 山遺跡、伊場遺跡、

田遺跡、 松遺跡、 東遺跡が れる。梶子遺跡を １・ 浜 間の 地は、東の

天 川より れた大量の土 が流 してやや を る 平 と、 に か て を

在の 川へと いてい 後 地の となる。 による土 の 積と自然 で天 川か
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らの 流が したことにより、部分 な 地を形 る。梶子遺跡では、弥生時代中期後 か

ら後期の遺構が され、 地と 地上での土地 に な いが られることが での調

査で している。 地上の 域は により を区 され、遺構の 度が いのに して

の に がる 地では遺構は である。中 部や の南部には 田 の 跡が られ

た。しかし、古墳時代から古代にかけては による 土 が 積し、 地と 地に がる

生 域を埋 させたと考えられる。 、古墳時代中期の伊場大溝 や本遺跡の南において敷智

郡家が される奈良時代から平安時代 では、積 な土地 が行 れた 跡は か

ていない。 の後は、近世に至る で は 田や の地として された。 遺跡の立地

は、生 が自然 の 化に大き されていたと える。

（2）

　 器時代　浜松市内で遺物が出土した遺跡は、 遺跡（浜北区）で 形石器と 石 、

東平遺跡（ 区）や次 遺跡（中区）において 器が出土している。 平 遺跡では

・
地 の
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市内 古となる約 20000 年 の 石器の出土が されている。 た、 遺跡（北区）で

は約 18000 年 の と約 14000 年 の から れ れ人骨が出土している。い れ 三 原 地

に る地点である。 た、天 川東 に所在 る 田原 地で に 石器時代の遺跡が

される。

　 文時代　 文 時、浜松 地の どは 面 であ たと考えられる。梶子遺跡 辺の

上では、梶子北遺跡と中村遺跡で 期 から中期 の 遺構と考えられている が さ

れ、 山遺跡では 期 ～中期 、中村遺跡、 山遺跡、 町村 遺跡で れ れ 文時代

期の遺物が、 塚遺跡では中期の遺物が出土している。貝塚を伴う 文時代後期から 期の集落遺

跡で られる 塚遺跡を に、中期から 期にかけての集落を伴う遺跡の多 は三 原 地上

で されている。浜名 南部の では 天 遺跡や 遺跡など中期から 期にかけて

の遺跡が調査されている。

　弥生時代　弥生時代になると天 川 いに発 した平 上において生産 がはじ り、天 川

岸の 遺跡では 期の 文土器、 期から弥生時代 期 行の土器が されている。

中期には遺跡 は大き る。浜 東 に属 る伊場遺跡 においては、 １浜 上の梶

子北遺跡や中村遺跡、三 遺跡で東 800 に ぶ に多 の 形 溝 が検出されるなど弥生

時代中期の生 域と 域の がりが されている。梶子遺跡（ ・ 次）や梶子北遺跡からは、

と考えられる溝や多量の木製品 が出土しており、中期後 には な生産 が され

たことを している。 在、浜 の とな ている浜名 で 、 町天 遺跡、 原遺

跡、 石山遺跡、大山 遺跡や 天 遺跡、 遺跡（ 市）などが 集している。しかし、

浜 中 部では弥生時代中期の中田 遺跡を いてこの時代の遺跡は されていない。弥生時

代後期に り、梶子遺跡や南 の 山遺跡では 地である浜 間 地域において 田 が行

れた 跡が され、 期の掘立柱建物 の 検出されている。 た、 に 大な

を る大 集落が れるようになり、弥生時代後期 は伊場遺跡 が を た

時期（山中 ～ 式期）と られる。伊場遺跡に三 の を る集落が出 し、さらに南東の

松遺跡で の時期 で（山中 - 式～ 山式期） 集落が れるようになる。後期

後 に ると、伊場遺跡、梶子遺跡 辺では遺物の出土が な なる。 時期の土 面 には

い 土 の 積が できる。天 川平 において 集落の や が され、自然 の

化に 因 る のであると考えられる。

　古 時代　古墳時代 期は、 形 溝 に伴 て大量の古式土師器が大量に出土した天 川 岸

の 遺跡や、伊場遺跡 に属し １浜 上に している梶子北遺跡と る 山田遺

跡、佐 の南 に る大平遺跡、 浜 上の 町村東遺跡、 １浜 の に

る 路遺跡、 遺跡があるが遺跡 としては ない。梶子遺跡 10 次 区では、 期の 田や

次 区では 形 溝 が検出されているが、遺構、遺物は であり集落としての な

がりは られない。これは、弥生時代後期後 からの自然 の が し、 ・生産

が であ たた と考えられる。 た、 期集落の古墳は されていない。古墳時代中期に

なると、佐 の北 地に 塚古墳、 塚古墳が、南 に 古墳 が出 し、 のう の
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古墳は 44 、 さ 5 9 の大 墳である。伊場遺跡 内の １浜 上に る三

遺跡、中村遺跡と浜 間 地に る梶子遺跡、 山遺跡、伊場遺跡では 建物を 集落

が れるようになる。この時期に伊場遺跡 を 流 る伊場大溝が形 されたと考えられる。大

溝は伊場遺跡南東の 松遺跡に 流域が でき、 次調査では大溝から金 大刀が出土

しており、 に集落の中 地が形 されていたことを している。これらの遺跡 の集落は、古

墳時代後期にかけて し、 山遺跡 次調査では、伊場大溝の南 に掘立柱建物と を

検出している。佐 で 遺跡 が出 し、東 遺跡 の集落が伊場遺跡 南

の ３浜 上を うように 生してい 。 に浜名 東岸で 原遺跡、大山 遺跡が

され、古墳時代中期から後期にかけての集落 の を うことができる。古墳は佐 辺に

塚古墳 、 川山古墳 、 ４浜 の東 に田 古墳 、 本山古墳 が構 されるほか、天

川 岸となる浜松 跡 近から 石山地の での三 原 地の 部では 多の古墳 や

が連なり、埋 の を うことができる遺跡とな ている。

　 ・ 時代　 世紀の における 郡 の で浜松市には、 の （敷智）

郡、引佐郡、浜名郡、 郡、 田郡（ 上郡、 郡に分 。の 上郡に ）が かれるよ

うになる。 の調査から、敷智郡 は伊場遺跡 、引佐郡 は井 遺跡 、浜名郡 は 遺跡 、

上郡 は 遺跡を る 田遺跡 とこれらの遺跡は出土遺物や遺構から郡 に関連

ると考えられている。 の時代になると 地の ３浜 上の 町村 遺跡、 塚遺跡、

遺跡、 塚村村 遺跡、 塚村村東遺跡、 ４浜 上の 渡村中遺跡、 渡村中東遺跡、

町村中遺跡、浜名 東岸 上の大山 遺跡や北 遺跡、浜名 岸となる において 遺

跡が してい 。伊場遺跡 では、敷智郡 の となる 関連 と られる遺構や遺物が

多 出土している。遺物では伊場遺跡 の北 から南東へ流れる伊場大溝から、木簡や墨書土器な

どの文字資料が多 出土し、年号、行 関連文書、地名、人名、 文字、祭祀 文字と多 に渡

る。紀年銘木簡（梶子 12 号）には、 679 年を 「 （ のとう）年」と記され、

時代後期には に （敷智）郡家に関連 る が 在したことが されている。 の

名を のとして、郡家の を 「大 」（梶子北１号）とある木簡や、「大主 」、「郡 」

と書かれた墨書土器が伊場遺跡から出土している。 を たと られる の人名とと に「

」（伊場 95 号）という さが記された のや「□ 田 石 」（伊場 41 号）と の量が

記され に関 る木簡 出土している。 山遺跡からは、 金 、 三 陶 などの 時 品と

される遺物が出土しており、 者の 在を している。梶子北遺跡では掘立柱建物 が 世紀

より されるようになり、北 に を 字形に された掘立柱建物 14 が検出されてい

る。中には１辺が 10 を 大 の建物 されている。 に建物 が された 間を

ことから、 時の郡 し は など と考えられる。 山遺跡 辺においては、

10 世紀 では掘立柱建物が られる。伊場遺跡と 松遺跡の間に る 田遺跡で

伊場遺跡、 松遺跡と る「 」と書かれた墨書土器が出土している。 時の敷智郡

に関連 る が に た て れていたことが える。 期の 路である古代東 は

地域において、古代東 と できる遺構は されていない。た し、浜名 南岸を る古
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代東 いの伊場遺跡 からは、 原 を 「 原」（伊場 97 号）と書かれた木簡や、「 」「

原 」と記された墨書土器など、 の と に関連 る遺物が出土している。 として

は、伊場遺跡で出土した木簡に「浜 」（伊場 19・30 号）の文字が られ、「 名 抄」の平

安時代後期 に「浜 」の記 が、 町時代 には「浜松」とな ていることから、奈良時代には「浜

松」の となる地名「浜 」が伊場遺跡 辺に出 しており、 としての の 在を している。

松遺跡 次調査では と 木で られた 状の 間に、 や を けた 岸工事の

されており、 の があ たことが える。

　 　平安時代中期になると 地に が形 され、浜松では浜松 （ ） 田 、 田

、 、 、市 、 、川 、村 、 部 、浜名 、 名 、 上 、

などの が 立してい た。 の の集落は、 ３浜 上や ４浜 上に多 られ

るほか、 内遺跡である 12 年（861 年）に建立された の北東 地に 山 遺跡、

大 遺跡、大 遺跡がある。 た、 のさらに東に る佐 岸において 、弥生時代、

古墳時代の した集落上に、村 山東遺跡、 平遺跡 、天の 遺跡などがふたた 形 される。

時、 の多 は であり、浜松市の北に る 口古 の 名１号 では の

部に される が出土しおり、 への などの であ たと考えられる。伊場遺跡

は浜松 域に れる。この浜松 は 時天 川本流であ た 在の馬 川 岸を東 として、

は浜松市 区 町に至る 大な に が ていたと される。伊場遺跡 は、平安時代に

ると に してい 。平安 期の の上 で生 が 安 にな たことなどが

因したと考えられる。 １浜 上の三 遺跡、梶子北遺跡、中村遺跡では 時代の掘立柱建

物や井 が されているが、遺構・遺物と に であり、敷智郡家は 10 世紀 には した

と られている。伊場遺跡 では、 期の遺構として 山遺跡と梶子 11 次調査において ～

の大 区 溝を しており、 の に らされた であると されている。 域

からは の木製品、内 や陶器、か らけ が多 出土しているが、 としての建物跡は

されていない。この の 後には積 な土地 の 跡は されておら 、 田 の生産

な土地 にとど る。

F 7　古代の伊場遺跡 辺 F 8　伊場遺跡 辺の 分
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４　梶子遺跡の調査

　梶子遺跡は、伊場遺跡 を構 る遺跡の である。伊場遺跡 は、伊場・三 ・中村・梶子

北・ 山・ 田・ 東・ 松・梶子遺跡を した 文時代から近世 での 遺跡 である。

本遺跡を た は東 2 3 、南北 1 2 に 、これ での調査 の 積により れ れ

が にかか り た遺跡であることが らかにな てきている。

　梶子遺跡の調査は、1962 年に 鉄浜松工場内の工事 場から弥生土器が出土し、浜松市博物

に れたのが発 となり、1976 年に浜松市教育委員会主 で 1 次調査が行 れた。 は、

鉄浜松工場内遺跡と されていたが、 鉄民 化を 機に遺跡 部の 字名から梶子遺跡と さ

れるようにな た。発掘調査は主に工事 の建 に伴い に行 れ、 の調査を せて

23 の本発掘調査が行 れている。た し、発掘調査次 の が は 東 浜松工場内の調

査に ていたた 、1983年11月と1994年12月に行 れた市 いの調査には されていない。

　主な調査 として、弥生時代では後期 の 集落が されている。 域を の

は、 在 されている で東 550 、南北 100 に ぶ。 内には 行１間、 行３

間の に た多 の掘立柱建物が検出され、 式 と考えられている。17 次調査では

形 溝 を した。遺物は弥生時代後期の良好な土器 資料が出土しており、伊場遺跡や

松遺跡から出土した のを た資料検 から 期の の土器編年の大 が されてい

る。 の 、 次調査では後期の土坑から銅 と銅 、15 次調査では後期の から絵 土器

が出土している。銅 は近 式銅 の 、絵 土器は を いた ので、これらは 期の

集落における祭祀 を る上で な 料である。古代では ・11・13 次調査において 7 世紀代

の掘立柱建物、16 次調査において 10 世紀 の井 などが検出されている。遺物は 次調査にお

いて平行 る の溝から木簡、 ・13・18・21 次調査では伊場大溝から 世紀から 世紀にかけて

の木簡や墨書土器の文字資料が に出土し、遺跡近 に所在したと される敷智郡家に関 る

多 の 報が得られている。

遺跡調査名 調査期間 調査面積 調査主 主な時代 報告書 発行年

梶子 1次 1976 12 40 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生 鉄浜松工場内発掘調査 報（ 式 行物） 1976

梶子 2次 1977 1 ～ 1977 5 200 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生 鉄浜松工場内発掘調査 報 1977 6

梶子 3次 1978 2 ～ 1978 3 288 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生・古墳 鉄浜松工場内遺跡発掘調査 報 1978 3

梶子 4次 1978 12 ～ 1979 2 520 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生 鉄浜松工場内遺跡発掘調査 報 1979 9

梶子 5次 1979 10 ～ 1979 12 360 ㎡ 浜松市遺跡調査会 弥生 鉄浜松工場内遺跡発掘調査報告書 1980 1

梶子 6次 1982 5 ～ 1982 12 1747 ㎡ 浜松市遺跡調査会 弥生～平安 鉄浜松工場内（梶子）遺跡 次発掘調査 報 1983 5

梶子 7次 1982 10 ～ 1983 3 1401 ㎡ 浜松市遺跡調査会 弥生～平安 鉄浜松工場内遺跡 次発掘調査 報 1983 12

梶子 1983 1983 11 ～ 1984 2 233 ㎡ 浜松市遺跡調査会 弥生 梶子遺跡調査 要 1984 3

梶子 8次 1990 8 ～ 1990 12 2493 ㎡ （財）浜松市文化 会 弥生・奈良 梶子遺跡 1991 12

梶子 9次
1992 7 ～ 1992 12 

1993 3 ～ 1993 4

2000 ㎡ 

40 ㎡

（財）浜松市文化 会 

浜松市教育委員会
弥生～平安・

梶子遺跡  

梶子遺跡 録

1994 3 

1994 5

梶子 1994 1994 12 ～ 1995 1 31 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生～奈良 梶子遺跡（ の 2） 1997 5

梶子 10 次 2001 1 ～ 2002 8 2252 ㎡ （財）浜松市文化 会 弥生～平安 梶子遺跡 2004 2

梶子 11 次 2008 6 ～ 2008 11 1195 ㎡ （財）浜松市文化 財 弥生～ 梶子遺跡 11 次 2010 3

梶子 12 次 2008 5 188 ㎡ （財）浜松市文化 財 弥生～ 梶子遺跡 12 次 2008 9

梶子 13 次 2010 5 ～ 2010 11 1606 ㎡ （財）浜松市文化 財 弥生～ 梶子遺跡 13 次 2012 3

梶子 14 次 2011 6 ～ 2012 3 1871 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生～ 梶子遺跡 14 次 2013 3

梶子 15 次 2012 4 ～ 2013 3 4399 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生～ 梶子遺跡 15 次 2014 3

梶子 16 次 2013 4 ～ 2014 3 4754 ㎡ 浜松市教育委員会 文～近世 梶子遺跡 16 次 2015 3

梶子 17 次 2014 4 ～ 2015 3 2016 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生～中世 梶子遺跡 17 次 2016 3

梶子 18 次 2015 4 ～ 2016 4 1656 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生～中世 梶子遺跡 18 次 2017 3

19 2016 3 2017 7 6573 弥生 書 2019 3

20 2017 10 2018 1 70 書 2019 3

梶子 21 次 2014 10 ～ 2015 1 498 ㎡ 浜松市教育委員会 弥生・奈良・平安 梶子遺跡 21 次 2015 3

T 2　梶子遺跡における発掘調査
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F 11　梶子遺跡　
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　 調査・工事立会

（1） 調査

　 　浜松工場建替に伴う本発掘調査が 行 る中で、調査 所のう 、工場北 の主

に いては、 の建物や の 在により、埋蔵文化財の埋 状 が にできていない

が 在した。このた 、埋蔵文化財の と埋 状 を るた の 調査を した。調査

は 建物の に せて、2017 年４月 13 日・ 月 24 日・ 月 20 日の３ に分けて 所

の調査坑を して した。

F 12　 調査・工事立会 所
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　調査 　 の調査坑 1 から東 の調査坑 調査坑

で 400 ほどの があり、い れ さ 1 1 から 1 5

の 土に れていたが、 土 の土 積状 は 地点に

よ て な ていた。

　調査坑 1 では、 土である 灰 土の で 灰 土

と灰 土の 積を した。伊場遺跡 における に

る土 である。 は 土と 灰 土の 積で、 の

で である 灰 を した。

　調査坑 と調査坑３は、おお 積状 が しており、

土の で 灰 ないし灰 の 積を し、 の で に る 灰 土、Ｄ に

る 灰 土の 積を した。 は 土と 灰 土の 積で、 は灰

であ た。

　調査坑４では、 土の で 分 の 機物を多 土の 積を した。梶子北

大溝の に した 積である。 た、 に る 灰 土との間において、 やかに

した灰 土の 積を し、この 中から墨書土器が出土した。梶子北大溝における ・

F 13　 調査土 柱状
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に した 積である。 は 遺物 の 土や、 分 機物を多 灰 土の

積が き、 の灰 へと至 ていた。

　調査坑 においては、調査坑４で検出された梶子北大溝と した 積は でき 、 は

分 の 機物を多量に 灰 土の 積が き、 である灰 へ至 ていた。 た、

調査坑 では、 である灰 の が 、調査坑 と して 1 2 ほど な てい

た。 の調査坑と して の が いが、遺構や遺物は検出できなか た。

　東 の調査坑 調査坑 では、 土や 土の は に る 灰 土、 に

る 灰 土、Ｄ に る 灰 土の で 積していた。 は 分 の 機物を多

土の 積は していたが、 の は な ており、調査坑 では の灰 の

上で 灰 の 積を した。　

　出土遺物　１は調査坑４から出土した墨書土器である。灰釉陶器の の 部に「 」の墨書が記

されている。特 から 世紀 から 10 世紀 の遺物と考えられる。

　調査結 　調査坑４を き遺構と遺物は検出され 、工場主 は遺構と遺物の 度が いこ

とが らかにな た。調査坑４においては、 な遺構は検出できなか たが、梶子北大溝の埋土

に した 積を し、古代の遺物が出土した。北 の 15 次調査Ａ区 16 次調査 区におい

ては、浜 の 上に遺構が が ていたことから、梶子北大溝はこれらの調査区より南

に 在 ると考えられ、調査坑４ 辺は梶子北大溝の南岸 近に ると される。

（2）工事立会

　 　浜松工場建替に伴う本発掘調査と 行して、工場内の 所において工事立会を した。

2016 年度から 2018 年度における工事立会は、工場内の 工事に伴う のと、 発 査に

おける 点 査に伴う掘 工事を に した。 12 所の地点で工事立会を し、

部で遺構と遺物を したが、埋蔵文化財への が いと された地点では、 の掘

として を行 た。

　 設 　浜松工場内を南北に るように 路 ( 号 路 ) が されているが、工場の

建替工事と 行して、 路 工事 次 された。工場内においては、 る 路と の

路の や がほ じであるた 、本発掘調査の とせ 、工事立会を行 て工事 所の

状 を した。 た、 路を に いては、 部分の構 によ て本発掘調査の要 を

し、工事内 に じて、工事立会によ て した。

　浜松工場 育 の東 において、 号 路を の 工事が されたた 、工事立

会を した。工事立会の 所は、梶子遺跡15次調査 区の北 (Ａ地点)である。立会の 、

土の で 分 の 機物を多量に 土の 積を検出した。 地は梶子北大溝の北岸

近に しており、 積土の特 などから、梶子北大溝の 内に れると考えられる。

の 構 による掘 は の に たた 、遺物は出土しなか た。

　地 設 設 　浜松工場内においては、工 、 、 などの地 埋 の

が 所で されているが、工事 が な のに いては工事立会で した。
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　立会 所は、工場北 の引 の 所 ( 地点 )、工場 の 所

( 地点 )、工場南 の 所 ( Ｄ地点 ) である。 地点では、立会の 、 分

の 機物を多量に 土の 積を した。掘 が で しなか たた 、

の状 は できなか たが、 積土の特 や立会 所の 関 から梶子北大溝の南岸 近に

ると される。 地点は、18 次調査 区の東 に る。 号 路の し部分

に いて立会を し、 の 路部分に いては に を けていたが、 路 は良好に遺物

が しており、弥生時代後期の遺構と遺物を検出した。Ｄ地点は 15 次調査 区と 19 次調

査Ｄ区の間に る。立会の 、弥生土器と土師器が 量出土したが、遺構は できなか た。

　 設 　浜松工場には、東 の本 から工場に を させる引 が さ

れているが、引 の敷地内において に を る工事が行 れたた 、工事立会を

した。 のた に掘 した 所を したとこ 、 は い 土 で れていたが、

土 の 土 中において、Ｄ に る 灰 土の 積を し、弥生時代後期の土器が出

土した。掘 が なた 、遺構は できなか たが、 に弥生時代の遺物 が良好

に していると考えられる。

　 査　浜松工場内ではこれ でに 所において、 平 中に 機から

された や、 上の から れた の 部が 発 となり発 されている。工場建

替工事に 立 て地 の 発 査が され

た 、多 の 点を した。 点

の多 は工場の 構 物であ たが、 発

の を るた に 査が 要な

所があり、埋蔵文化財への が される

地点に いて工事立会を 時 した。

　立会 所は、工場南 の 所 (

地点 )、工場 の 地区 ( 地点 )、

工場北 の地 埋 地区 ( 地点 ) であ

る。 地点は 19 次調査Ｄ区と 地点である。

３ 所の 点検出 所を立 会 たが、い

れ の により、 で

を けていた。遺構は でき 、遺物は

土中から弥生土器の が 量出土したの で

あ た。 地点は 19 次調査Ａ区と 地点であ

り、F 地点と に の で

で を けていたた 、遺構や遺物は

できなか た。 地点は、20 次調査Ａ区と

地点である。伊場 に る灰 土

で掘 したが、遺構や遺物は検出できなか た。

F 15　工事立会の状 （ 地点）

F 16　工事立会の状 （ 地点）
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　調査

１　 本

　梶子遺跡は、 １浜 と 浜 との間に形 された浜 間 地に る。

は地中 、上 は い 土の 積に れている。19・20 次調査の 調査区は南北に約 390 、

東 に約 160 の に 、 調査区の が約 30～140 の間 がある。土 の 積状 は、

ー と される 機 土（ 土） が 著に されなか た 19 次Ａ区、19 次 -

区、20 次Ａ-１区、20 次Ａ- 区と の が に い 19 次 -１区を き る。

　南北 で 本 を ると、北 りの 20 次Ａ-１区、20 次Ａ- 区、19 次 - 区で

した上 の１～３ は、 約 1 0～0 5 で しており灰 ～ ～ の 土 。南

りの19次Ｄ区で した上 の13・14 は、 約0 5～-0 3 で しており灰 の 土 、

15 は灰 の 積であ た。上 の 13・14 は、伊場遺跡 、15 を んで の

13・14 は、伊場遺跡Ｄ に ると考えられるが ではない。

　20 次Ｄ区では、 0 5 後の 13 （伊場遺跡 ） で る 状化跡（ ）を し

ている。19 次 区、19 次 区で した は 約 0 6 ～ 0 2 で 灰 土 となり場所

により ン ン分を 。この は伊場遺跡 に ると考えられる。

　19 次 - 区で 0 4 の 、19 次 区で 0 0 の 10 、19 次Ａ区で 0 3 の 11

、19 次Ｄ区の 10 は -0 1 ～ -0 3 の 10 は、灰 ～ の ～ 土 で伊場遺

跡Ｄ に ると考えられる。19 次 区、19 次Ｄ区で -0 2 ～ -0 3 の 12 は 機

土（ 土） で所 、 となる ー であり、19 次Ｄ区での 中間に 平 山灰 （ ）

の 積が られた。 平 山灰 は約 3,000 年 の天 山の大 により 積した

山灰 であり、時期 の となる である。 平 山灰 を 積は、伊場遺跡 内の

地部分において られる であり、この は 遺物 となる。

　19 次 区の 0 3 、19 次 -１区の -0 3 、19 次Ａ区の 0 1 で した は、

灰 ～ 灰 で 遺物 （ ）となる。19 次Ｄ区の -0 4 後で した灰

土 に 遺物 （ ）となる。 の は 積状 や に いがあ

る のの、 機 の い 土と、灰 土の 積が に いたの 、 に至る。

　南北 の 本 積は やかに南に る があるが、19 次 -１区で に の が

なる。19 次 - 区から 19 次 -１区 で 0 度 17 分 11 秒、約 100 で 0 5 の に

落 、19 次Ａ区に か ては、 0 度 24 分 9 秒、約 37 で 0 26 の で上昇 る。

さらに、19 次Ｄ区に かい 0 度 9 分 59 秒、約 141 で -0 41 の に る。 １浜

と 浜 の 度中間に しており 地であ たことが る。19 次Ａ区 近は浜 内の

地となり、弥生時代の遺構は主にこの 地上に している。 して、 南の 19 次Ｄ区へ

かい やかに る。東 には、 所の調査区でしか できないが、東 へ で 0

度 6 分 26 秒の で やかに東に がり約 160 で -0 3 の となる。20 次 -１区では、
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0 0 後で 機 土（ 土） を している。

　これらを えて、 ると梶子遺跡の地形は、 には 2 浜 の東 である南東

に か て なる が える。さらに、 1 浜 と 2 浜 の間で 地と 地が 在

しており、遺跡の れに できると考えられる。
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　Ａ区の調査

（1） 要

　Ａ区は、梶子遺跡の中 りに しており、遺跡の 内の １浜 と 浜 の間

に形 された浜 間に立地 る。18 次調査の -１区に北 る。 り、19 次調査Ａ区と 18

次調査 -1 区は の調査地となる。 た、19 次調査の 区が北東 に る。調査区は南北に

A 34 ～ A 38、東 に A 34 ～ 34 ドの にあり、南北 に 27 8 、東 に 41 8

の 形であり、調査面積は 1,162 ㎡である。

（2） 本

　Ａ区およ る 区の 本 は大き に 別される。１ は灰 土である。場所

により灰 、 灰 、灰 に に る部分 ある。18 次調査の４ に る。

は 灰 土で ン ン分を 、18 次調査の 、伊場 に るがＡ区ではこの の

積はな 、北東に る19次調査の 区において 積が されている。３ は灰 土である。

18 次調査の 、伊場 に る。４ は 灰 土、18 次調査の に る。 は

土、18 次調査の に 。４・ （18 次調査 ）はと に伊場Ｄ に る。

は の 機 土であるが、場所により から 灰 の 土化している。18 次調査の

に 。所 、 ー （ 、 土 ）である。 は 灰 である。18 次調査の

10 に る。４・ の 積は東 面には られ 、北 の りで 積が された。

遺物 （地山）と考えられる は北 に かい約 0 45 なる。 り、南東から北

に 0 45 の があり、北 が 地となると考えられる。

　遺構は （ 土）上面と （ 灰 ）上面から掘り れる。 時期の遺構面が

在 る。遺構埋土のほとんどは、 灰 土に灰 が 状に る。

19 次調査 18 次調査 伊場遺跡

Ａ区
 

土 番号

区
 

土 番号
土

-１区
 

土 番号
土

1 1 灰 土 4 灰 ～灰 ～にぶい 土

2 灰 土 5 灰 土

3 3 灰 土 6-1,6-2 灰 土

4 4 灰 土 6-3 灰 ～ 灰 土

5 5 土 7 灰 土

6-1
6

機 土 8 ～ 灰 土

6-2 土 8 土～ 機 土

7 7 灰 10 灰

T 3　19 次Ａ 区　18 次 - １区　土
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（3）遺構と遺物

　Ａ区で検出した遺構は、溝状遺構 27 、土坑 109 、 （ ）43 である。検出面や出

土遺物、埋土の状 から多 の遺構は弥生時代後期と考えられる。土坑、 （ ）は調査区

に 在 るが北東 と北 は らになる が られる。遺構の平面形状は 形、 形、

形、 形状と な のがあるが、 の形状や から を できる のはほとんど

られない。

　溝状遺構は主 を 15 ～ 26 、 り東 より し北へ る の。 -49 ～ 86 -E、 り

南北より東へ る のの に大別できる。 が調査区 に延 る のはな 、 たは

が調査区内で収 している。 ての溝状遺構において、 面の は、北から南 、 し は

から東 に なるか、 たは平 である。

溝

　SD01（F 20）調査区南東 の 37 ド

に る。18 次調査の 13 と の遺構と考

えられ、18 次調査の 14 に られる。

　SD07（F 20）調査区南東 の A37・ 37 に

る。18 次調査の 05 と の遺構と考え

られる。 上で した 量は、 さ 11 52

大 2 08 、 部は 18 次調査の 05 の東

りに 在しており、0 5 を る。主 は -88

- とほ 東 に延 る。 はと に収 る。 部に 状の を しており、19

次調査の 07 は の北 の 状の 部と考えられる。遺物は、埋土中に弥生土器 が 在し

て出土している。出土した遺物より時期は弥生時代後期と考えられる。

　SD16（F 21）調査区中 からやや南 りの A36、A 35、A 36 ドに る。北 か

ら南東 に延 る。 かに るが、主 は -63 - にとる。南東 は収 るが、

北 は 92 に られており れ 上は延 ない。さらに北 に 20 が検出されており、 の

遺構の ある。遺構の 関 から 15、 14、 16 の に時代が る。埋土中からは弥

生土器の が多 出土している。 関 と遺物から弥生時代後期と考えられる。

　SD19（F 21）調査区中 から北 の調査区 に延 る。A 35、A 35、 A35、 A36 ド

に る。主 は -68 - にとる。 16、 20、 21 ほ である。遺物の出土はな 、

時期 は である。

　SD20（F 21）調査区南 りの A 35 ドに る。 16、 19 と 、北 から南東

に延 る遺構である。南東 は収 るが、北 は調査区 へと延 る。主 は -72 - 

であり、 16、 19、 21 とほ である。北 の 部を 102 に られる。埋土中か

らは弥生土器の が出土しているが、 のた していない。 16 と 時期の弥生時代後

期の所産である。

　SD21（F 22）調査区南 りの A 35、A 36 ドに る。南東 は収 るが、北

梶子遺跡 19 次調査 18 次調査

ド Ａ区 １区

A 36・A 37 22・ 24 -

A36・ A37 09 32

A37・ 37 07 05

37 12 10

37 01 13

A 37・ A37 - 42

T 4　19 次Ａ区　18 次 - １区　遺構
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F 19　Ａ区・18 次 区　遺構

第◯図　A区・18次F区　遺構全体図
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１

第000図　SD01・07実測図

1　 灰 土　灰 量 。

1

a

0 50
a

SD01

SK12

1　 灰 土　灰 量 。
2　 灰 土　灰 ・ 化物 量 。
　　　　　　　 1 より 調やや い。
3　 土　 灰 土 量、 化物多量に 。
4　灰 　 灰 土 量 。
5　 灰 土　灰 多量 。
6　灰 　 灰 土 量 。
7　灰 　 灰 土 中量 。

1

2
3

4

5

6

7

a
0 50

18 調査
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SD07

18 調査
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SD01
18 調査

1

A
0
5
0

F 20　 01 07　

は調査区 へと延 る。主 は -72 - であり、 、 、時期 に 20 とほ

じである。

　SD26（F 22）調査区南 の A 36 ドに る。主 は -35 - E であり、北東 は

収 るが、南 は調査区 へと延 る。 、し かり掘り れており、 さは 0 43

を る。遺物は埋土中から弥生土器の が出土している。主 が 07、 16、 19、 20、 21

などと なり、ほ となるが、遺構の や時期 は である。
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SD14
1　にぶい 　 多量、 化物 量、
　　　　　　　　　　　　　 灰 土 量 。

SD15
1　にぶい 　 多量、 化物 量、
　　　　　　　　　　　　　 灰 土 量 。

1　 灰 　灰 土 量、
　　　　　　　　　　 量 。
2　 灰 　 中量 。
3　灰 　 多量 。
4　灰 　 状に 化物を 。

1　 灰 土　　　　　灰 量 。
2　灰 　 灰 土と灰
　　　　　　　　　　　 の 土。
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F 22　Ａ区　 20 ～ 24・26　

1　 灰 土　灰 多量に 。

1　 灰 土　灰 量、弥生土器 を多 。
2　灰 　 灰 土と灰 の 土。
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0 50
a
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0 50
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調査

SD23
1　 灰 土と灰 の 土。

SD24
1　 灰 土　灰 量 。

SD22
1　 灰 土　灰 量 。
2　 灰 土　灰 多量 。

SD22
1　 灰 土　灰 量 。
2　 灰 土　灰 多量 。
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18 調査

1　灰 　灰 子・ 化物 量 。
2　 灰 　灰 子 量、 化物 量 。
3　灰 　 灰 量、 化物 量 。
4　 灰 　灰 子、 化物 量 。
5　 灰 　灰 量、 化物 量 。
6　灰 　 灰 量、 化物 量 。やや 。
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　溝跡から出土した弥生土器を３点 した。１・ は 07、３は 15 より出土した。１は で

内 面と に しており、調 は 然としない。 は 口 で 部中 が 。 部中 が

り出し 部は に る。 面は な 調 が される。 部 の形状により山中

式期に けられる。３は の 部で、 平に 出 る 状 の上面に 状文が され

る。

土

　SK13 (F 24）調査区南東 の 37 ドに る。平面形は な 形、 面形は 状

を 。遺物は埋土中から弥生土器の が出土している。

　SK41 （F 24）調査区南 やや東 りの A36、 36 に る。平面形は な 形を る。

さは、 の土坑のほとんどが 0 2 の て いのに して、 41 は 0 71 を る。さらに、

面形は上部の 落と できる の がりがあるがほ 形状を 。埋土は３ に分 で

きる。 面 から 期間に埋 たと考えられる。遺物は埋土中から弥生土器の 、

石が出土している。

　SK49（F 24）調査区中 南 の A36 ドに る。南東 を 10 に られ、南 は

50 を る。 り、 10、 49、 50 の に古 なる。 量は、 さ 3 31 、 大 0 97 、

部の さ 0 57 を る。主 は -68 - にとる。平面形状 には溝状遺構に属 るが、北

と南東 に 状の を していることから土坑として た。平面形は な 形、 の

面形は 形状を 。遺物は土坑内の埋土上 からほ に出土しているが、 部に集中

る がある。土器は の い弥生土器 22 点と 石１点を した。北東 りの 状

の 面 近より木製品が１点出土しているが遺 状 が であり、 工 なた

していない。 や木製品の 在などはこの土坑の を考える上での 口であ うか。時期

は弥生時代後期に できる。

　SK50（F 24）調査区中 南 の A36、 A37 ドに る。北 を 49 に られる。

15cm0 1:3
3

21

F 23　Ａ区　 07 15　出土遺物
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る さ 1 87 、 さ 0 11 を る。 面形は 状の い土坑であるが、弥生土器が 点出土

している。３点を した。時期は 関 から 49 より 行 ると考えられるが、弥生時代

後期の に収 る。

　SK73（F 25）調査区中 北 の A34 ドに る。 79 の南 を る。平面形は、

が 0 8 ～ 0 85 の し な 形、 面形は な 形を る。 部の さは 0 28 を る。

面 近で弥生土器が 点出土している。１点は 口 で 形である。

　SK85（F 25）調査区中 りの A 35 ドに る。 16 の北 の 部を る。平

面形は、 2 25 、 1 64 を る な 形、 面形は い 形状を る。埋土中か

F 24　Ａ区　 13 41 49 50　

1　灰 　灰 子 量 。
2　 灰 土　灰 ・ 化物 量 。
3　灰 　 灰 土 量 。
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0 50
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2　 灰 土　灰 子 量 。
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2　灰 　 化物 量、灰 量 。
3　 灰 土　 化物 量、灰 量 。
4　 灰 土　 化物 量、灰 量 。

SK50
1　 灰 　 化物 量、灰 量 。

SD11
5　 灰 土　灰 量 。
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2m0 1:40

1　 灰 土
　灰 多量、 化物 量 。

SK73

SK73

SK79

SK79

4

1

1

a

a
0 50

1　 灰 土と灰 の 土　し りやや い。
2　 灰 　 灰 土 量 。
3　灰 　 灰 土 量 。

SK85

SD16

SK92

1

2 3

a

a
0 50

SD20
1　 灰 土と灰 の 土。

SK102
1　 灰 土　灰 ・ 化物 量 。

SK102SD20

SK102

SD20

1
1

a

a
0 50

1　 灰 　灰 量 。
2　 灰 　灰 多量に 。
3　 灰 　灰 多量に 。
4　 灰 土　　灰 量 。
5　 灰 　灰 量 。
　　　　　　　　　　 ４ よりやや 。

SD23

SD22

SD22

SK104

1

2

3

4

5

a

a
0 50

溝

ら須恵器 、 平な ( ) 状 が出土しており、平安時代 の所産であると考えられる。

　SK102（F 25）調査区南 りの A 35 ドに る。 20 の北 部の 部を る。平面

形は、 1 58 、 1 21 を る な 形、 面形は 状を る。 さは 0 17 を り、

埋土中から弥生土器 と 状に が遺る自然木１点が出土している。

　SK104（F 25）調査区南 の A 36 ドに る。 22 の北東 を る。平面形は、

1 08 、 0 97 を る 形、 面形は 形状を して さは 0 62 を る。東

と南 に 状の平 面を しており、この土坑を特 ける。埋土は３ に分 できるが

本 は じであり、 期間に埋 たと考えられる。 面形や埋土の 積状 から 41 と

の が される。

F 25　Ａ区　 73・85・102・104　
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　 （ ）43 、土坑 109 、 152

に いて、 ての 面を 、検 したが、

柱 、柱 を ることができなか た。 た、

平面で 検 を たが、 や掘立柱建物を

る積 な は い せなか た。 

　 41・ 73 より出土した主な遺物 点の弥生

土器・石器を した。４は 73、 は 41

より出土した のである。４は 口 で口

部内 面は を している。 部 面は

調 が られ、 調 のの を したと られる。 は 灰 製の 石で、

字状の自然の を 面として している。 により している。

　 49 からは弥生土器、石器 が出土している。 口 （ ～ ）、 立口 （10・11）、 （12・

13）、 字 （14）、 字 （15）、 口 （16）、 部 （17）、 部 （18

～ 20）、 （21）、 （22）、 字 （23 ～ 26）、 字大 （27）、 石（28）の 23 点を

した。 は 部に の 文を らせ、 文の間と に 形文があり、口 部内

面には 形文と 文が される。 は口 部が大き る。 面が 部 しているが、

部に３ の 文と の 状文が り、口 部内面には 状文が される。 部 の形状から山

中 式期に けられる。

　 は 面に な が される。 は口 部に 土 り けによる 状 文が される。口

部の 状 から４ と考えられる。内面には の 状文が される。 部には、やや

間 が い の 状文が り、 の間に 文が１ る。 状文 には 形

文が される。10は口 部に による が され、口 部中 の区 に 調 が される。

部には 文 、 形文 、 状文１ が される。11は口 部、 部と に により調 、

文 が であるが、口 部に による が される。12 は 部 に ら を 形状

である。口 部内面に 文、 形 文が され、 部には 文、 形文が に３ る。

13 は 部に 土 り けによる が る。 部 に ら を 形状である。 部に 文

2 の間に の い 状文が り、 文の に 形文を 。14 は 部中 に ら を 形

状で 部で し、口 部がやや に立 上がる。 面に な 調 を 。15 は 部

の が 、口 部がやや し立 上がる。口 部に 状文を 、 部に による が

される。16 は 部中 が ら 。 面と口 部内面に な 調 が られる。17 は 部

に３ の があり、 部の 部は り しており、 による調 がなされる。 面 部・

部と に 調 のの 、 が される。山中 式期に けられる。18 は３ に

があり、 部に 文、 状文が される。 部は に し がる。19 は 部に

３ の を 。 部はやや な 度で がり に近い 度で し がる。20 は 部

の口 部が したの り 。内 面と に 調 が される。21 は の 部で３

15cm0 1:3

54

F 26　 41 73　出土遺物
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の があり、 柱部に 文が３ される。 面は 調 が され、 部はやや い

にな ており上 に 調 がなされる。22 は 部に の 形の があり、 平に

出 る 状 が る。 柱部には 文 、 状文４ が に される。23・24 は口 部

に による が される。25 は 面口 部の中 がやや ら 形状で、口 部に による

が される。26 は 部 が り出 形状を し、口 部に による が される。27

は口 部が大き る。内 面と に 調 がなされ、口 部に による が される。

28 は 製の 石で上・ ・ 面に 状の が られる。

　 50 からは （29）、 （30）、 （31）の３点を した。29 は 部に３ の によ

15cm0 1:3

6

7

8

9
10

F 27　Ａ区　 49　出土遺物（1）
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F 28　Ａ区　 49　出土遺物（2）
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15cm0 1:3
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F 29　Ａ区　 49　出土遺物（3）
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F 30　Ａ区　 49・50　出土遺物
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る が る。 の に 土 り けによる 形 文が３ １ され、４ に ると

される。30 は口 部 面に L 文が され、 部に３ の による が る。 文形 か

ら 川式に を けた の、あるいは 品と考えられる。31 は 部に３ の があり、

文３ される。

遺構 出土遺物

　遺構 出土遺物（F 31・32） の に遺構 から出土した 口 （32・33）、 口 （34）、

字 （35）、 口 （36・37）、 口 （38）、 字 （39）、 （40・41）、

部 （42・43）、 字 （44・45）、墨書土器（46）、土 （47・48）、 製石 （49）、

石（50）の 19 点を した。出土 は、32 ～ 36・39・42・45 が調査区南部、37・46 が A-37

ド、38 が A -37 ド、40・41・48・49 が A-36 ド、43・44 が調査区南東部、47・50 が

A -36 ドより出土した。 は、32 ～ 37・39 ～ 41・43 ～ 45・48 がＤ 、38・42・46・47・

49・50 が 土から出土した。32 は 部から形状が に が ていき、 部中 が ら 。

により文 が である。33 は 部が り出し 部との間に な をな 。 部

が大き り出 形状である。 面 部は により であるが、 文 との間に 状文

１ が される。34 は 部 が り出し、口 部は やかに がる。35 は 部中 が り出 。

15cm0 1:3

32

33

34 35 36

F 31　Ａ区　遺構 　出土遺物（1）
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口 部は かに る。 面と内面には な 、内面 部には 調 が される。36 は

部がやや ら 部の れは い。 部に による が る。37 は口 部が している。

面には 調 が される。38 は 部がやや ら 部の れは い。口 部から 部にかけ

て による 文が される。39 は 部中 が大き り出 。 部は し、口 部は かに

る。口 部 面には の 状文と 部に による が される。 面と口 部内面に

は な 調 がなされる。内面 部には が られる。形状から山中 式期に け

られる。40 は の 部を した の と考えられる。 ・後に されたかは 別で

きない。41 は の 形 と られる。42 は 部に３ の があり、４ ４ の 文が

される。 部は に がり、 は やや る。43 は 部が に がり、大き

して る。44・45 は口 部には による が される。44 は口 部の立 上がりがやや

に がる。46 は灰釉陶器の 部に墨書があり、 で が であるが「足」と考え

られる。47・48 と に平面形は 形で 面形はやや 平である。49 は 製の 平 石

と考えられる。50 は の安山 製の 石で上部は しているが、 部に が られる。

（4）

　Ａ区は、南部 近が 地となる地形で、北東部、北 部が 地となる。遺構調査面の は、

約 0 4 で北部が い。遺構 度は、18 次 -１区と ると なる。これはＡ区が 地とな

てい た と考えられる。

　18 次 -１区の遺構と連 ( ) と考えられる溝状遺構は あり、本調査区で検出した溝を

上で して 遺構の を積 に 出 ことができなか た。18 次 -１区の南東 で

形 溝 01 が検出されている。伊場遺跡 の 形 溝 は せ 、 に を る

が多いことから、本調査区の南東 で ほ 01 と で 21 と 24 は 形 溝 になる

あるが、 できる は 出せない。

　18 次 -１区においては、井 （ E01・ E02）と されている遺構が 検出されている。こ

れに え 、本調査区で井 の が考えられるのは、 41 と 104 が る。 れ の

土坑や （ ）の では掘立柱建物は できなか た。18 次 -１区で と され

ている 01、 形 溝 01、19 次調査の 16・19・20・21・23・24 が 南東 りに

ることから、弥生時代後期にはある 度、 域と うでない場所が区分けされていた がある。

出土の遺物は調査区北部より調査区南部に 集中 る。遺構の 度や遺物の出土量・立

地から、本調査区南部から 18 次 -１区の 内 で生 域であり、本調査区北部は 地のた 生

域 であ た が い。

　時期は、遺物の出土していない遺構 多 、 （遺構 ）から灰釉陶器の墨書土器（46）、

85 から須恵器が出土しており、 に ることはできないが、 弥生時代後期後 に属 る

遺構が主となる。 た、 49、 50 から の い土器が出土しており（ ～ 28）、 のほとん

どは山中 式の所 、 式とされる時期に できる。なかには 川式の を けた、あるい

は 品と考えられる 文を （30）や （３・22）が 遺構を特 ける。



　調査

― 41 ―

３　 区の調査

（1） 要

　 区は本遺跡の中 部 りに し、 １・ 浜 間にある 地およ 地に立地 る。

区は、南北に 47 2 、 2 1 3 8 と い。調査 面積は 104 ㎡である。

　 調査区との 関 は、北 に梶子北遺跡、15 次調査 区、17 次調査 区があり、本調査

区は南 の 18 次調査Ｄ区と連 した にある。

（2） 本

　 区の 本 は 12 に大別できる。１ は灰 ～ 土である。 は ー

土である。３ は 土である。４ は灰 土である。 は 灰 土であ

る。 は 灰 土で、 ン ンを 伊場 に る。 は 灰 灰 土で、伊

場 に る。 は灰 灰 土で、伊場 に る。 は 灰

ー 土で ン ンを 、伊場Ｄ に る。10 は 灰 土で伊場Ｄ に る。

11 は灰 ー 土である。12 は灰 土 灰 で である。

（3）遺構と遺物

　 区で した遺構は、 上面で溝１ 、12 上面で溝１ 、 である。 上面の

地形は、北から南に か て に が なり、 は約 0 4 である。地形の 化が安

る中 部で 01 を検出した。12 上面は、北 が -0 2 を り、中 部に か

て上昇してい 。中 部から南に か て に は がり、やや上昇を たとこ で

、溝１ を検出した。 区北 は、 平 中の による大きな を けているた

、遺構の検出はできなか た。

　SD01（F 33） E22 ドに している。調査区中 部を東 に り、 は調査区 に

延 る。検出面は 上面である。主 はほ 東 を し、 89 Eである。 は上 0 77

、検出面からの さ 0 28 を る。 面形は 状を し、 やかに立 上がる。埋土は で、

ン 状に 積 る。 灰 土を 調とし、１ は ン ン・ 化鉄を 、 は灰 土

を んでいる。遺物は出土しなか た。

　SD02（F 36） 25、 E25 ドに している。調査区南 を り、調査区 に延 る。

検出面は 12 上面で、 に されている。主 は北 南東 で、 48 である。

は上 0 85 、検出面からの さ 0 05 を る。 面形は 状を る。埋土は で 灰

を主 とし、灰 土 と を んでいる。遺物は弥生土器が出土している。

遺構の 属時期は、出土遺物から弥生時代後期と考えられる。

　S 01・S 02（F 35） 24 ドに る。 01、 02 は近 した にある。検出面は

上面で、 に されていた。 01 は 0 26 、 0 23 、検出面からの さ 0 13

を る。 02 は 0 28 、 0 20 、検出面からの さ 0 09 を る。埋土はと に
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F 35　 区　土 面 ・ 遺構
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灰 の で を中量 んでいる。遺物は出土しなか た。検出面と土 積状 から弥

生時代後期に けられる。

　 区では、12 上面で検出した 02から弥生土器が出土している。 のた していないが、

検出面と出土 から弥生時代後期に 属 ると考えられる。 区遺構 出土遺物（F 37）の遺

物 から出土している遺物のう 点（１・ ）を した。１は調査区南 の E 25

ドの から出土した。 近には 02 が南に る。 字 で、 部が り出し、 部か

ら口 でほ に延 る。口 部に 状文が される。弥生時代後期の山中 式期に

けられる。 は調査区北 の E-22 ドの から出土した。口 部の の で土師

器 と される。

（4）

　 区では、8 上面で調査区を る 01 が１ の 検出された。 01 から遺物は出土して

いない。 0 5 の平 な地形に しており、地形の 点に て る弥生時代の溝跡

とは なる。 となる 12 上面では、調査区南 に弥生時代後期の溝跡 02 が られた。

調査区の溝跡と に と平行して ることから、地形に た区 溝と される。

02 南は 地となり、南 に る 18 次調査Ｄ- ・３区では、 0 2 から 0 4 の間

に な溝 や土坑 、 田が検出されている。このことから、 0 4 上の 地上に

域、 0 4 ～ 0 2 の間は土坑や 田が多 、 0 2 では遺構が とな ており、

かな地形 化のなかでの土地 を うことができる。

 1　 灰 　灰 土 を 状に 、 を中量 。

1
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a
0 40
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溝
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４　 区の調査

（1） 要

　 区は本遺跡の北 部 りに し、 １・ 浜 間にある 地 、 地に立地 る調査

区である。調査区は、南北 に延 る さ 37 4 、 2 1 ～ 2 3 で 、南 はＡ区に

る。調査 面積は86㎡である。 調査区の 関 では東 に る18次調査の - 区、

約 10 東 に -１区が る。地形は調査区中 部 近が 地上に 、調査区の北 と

南 に か て が る。遺構検出面の は、調査区中 で 0 5 、調査区 北部

で -0 4 、調査区南 で 0 2 であり、北 では 度に る。南 は やかに

しており、Ａ区と る では 平 な地形とな ている。調査区北 は 平 時の

による大きな を けている。調査は４ 上面 で 機による掘 後、弥生時代後期

の遺物 である４・ を人 による掘 で遺構の検出 遺物の り上 を行 た。調査区

南 の中 やや北より、 33 ドで４ 中より、土器の集中 を１ 所検出し、土器集積

遺構とした。遺構 は （ ー ）が している では 上面で、 が し

ていない では 上面で行い、弥生時代後期の遺構調査を行 た。

（2） 本

　 区の 本 は に大別できる。１ は灰 土である。18 次調査の に る。

は 灰 土で ン ンを 。18 次調査の 、伊場 に る。３ は灰 土で

ある。18 次調査の -１ 、伊場 1 に る。４ は 灰 土、18 次調査の 、伊場Ｄ

に る。 は 土、４ と に 18 次調査の 、伊場Ｄ に る。４・

は弥生時代後期の遺物を る。 は の 機 土で ー （ 、 土 ）であ

る。場所により から 灰 に 土化している。18 次調査の に る。 は

遺物 である。 は調査区北 の -0 2 の の 地の した。 は 灰 で、

である。18 次調査の 10 に る。

（3）遺構と遺物

　 区で検出した遺構は、溝跡１ と土坑１ 、 （ ）１ 、土器集積遺構１ である。

01 や 01 は北 へ 度に る 地から 地への 点に る。 01 と 01

は し、 01 が 01 を る。土器集積遺構の X01 や 01 は調査区中 から南 へ やかに

る 0 4 ～ 0 5 の間に る。 X01 は伊場Ｄ に る４ の から検出した。

地からは遺構は検出できなか た。

　SD01（F 38）調査区中 やや北よりの 32 ドに る。北東 は ン に られ、

南 は 01 と し、 られる。北東 の ン 東 では、 01 の 面を できなか た

た ン 内で収 していると考えられる。検出面は 上面で４ に される。 面形は

状を る。検出した は さ 1 75 、 0 65 、検出面からの さは 0 11 を る。
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主 は 64 E にとる。埋土は３ に 別でき、１ が 灰 土、 ・３ が 灰 で構

される。 状に 積 ることから人 に埋 された が い。溝内より 状の

落 を 所 した。遺物は弥生土器が出土しているが、 のた できなか た。遺

構の時期は検出 と出土遺物から弥生時代後期に けられる。

　SK01（F 39）調査区中 やや北よりの 32 ドに る。南 は調査区 に延 る。

01 と し 01 を る。検出面は、４ 上面である。 面形は 形を る。検出した

は 0 80 、 0 41 で、検出面からの さ 0 42 を る。埋土は３ に分 でき、 灰

土を 調とし、１・ が灰 土 を 、３ が 灰 を 。遺物は出土

していない。遺構の時期は、検出面と埋土 積状 から古墳時代 と考えられる。

　SX01（F 39）調査区中 よりやや南 の 33 ドに る。遺物集積遺構である。検

出面は４ の に る。 X01 は 01 と 関 では るが、X01 は４ で検出し、

掘り できなか たた 、 上面で検出した 01 との り い関 はない。 X01 は

地状となる調査区中 から南 へ やかに る 0 4 ～ 0 5 の間で検出した。 の

積土には 化物を んでいたが、平面・ 面 から な掘り 、 は であり、落

を る遺構ではないと考えられる。北 には 大の自然 1 点、土器の には さ 15 ～

30 、 さ３～４ 度の 化木 を 点 した。 分の 部 （１・３）と１

分の 、弥生土器 が れた状 で出土した。

　 X01 より出土した遺物を１～４に した。出土した遺物は土器で、弥生時代後期の のが主
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となる。 た、遺構内から出土した遺物は、土器集積遺構を と 01 から出土した 量の で

あり 01、 01 からは出土していない。

　１は 口 である。口 部面に による が される。 は 部 である。 部

面に 状文が される。 部は 状に がり、口 部が に る。４は 字 である。

口 部に による が される。３は 部 である。口 部は に し、内 面に

な 調 が される。

（4）

　 区は、中 部 近が 地上となる地形で、北 南 が 地となる。遺構調査面の

は、中 から南 が約 0 3 、中 から北 が約 0 9 であり、 は、調査区北 の 地が南

の 地より約 0 6 い。遺構 度は、南 に るＡ区より さらに となる。東 に

る 18 次調査の - 区 遺構が であり、検出した遺構は 地上から 地への 化点 近

に し、 0 4 より い から されている。調査区南 は、調査区北 と ると

が やかであるが、検出した遺構は土器集積遺構１ と （ ）１ で、掘り を

る遺構は （ ）１ の である。調査区北 は、 01 が本調査区北 りの 地か

ら 地に 行 る 0 4 ンと 平行して る。 01 はＡ区で検出された溝と

の ンに し、 が られる。 た、本調査区北 で 本 い る ー

が 地に 積 る状 Ａ区と が られる。 区 る 18 次調査 - 区は 地

に遺構が検出されていない。これは、 地部で の土地 が積 に行 れていなか たた

、人 な が に 、 ー が しや い状 であ たと考えられる。

2

4

3

1

15cm0 1:3

F 40　 区　 X01　出土遺物
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T 5　19 次調査Ｄ区・15 次調査 -1 区　土

　Ｄ区伊場大溝 岸の調査

（1） 要

　Ｄ区は、梶子遺跡の南 に しており、遺跡の 内の １浜 と ３浜 の間の中 に

立地し、 浜 東 のほ 延 上約 500 に る。北東 に 15 次調査の 15 区、 に

21 次調査区が近 している。調査区は南北に E50 ～ E58、東 に E50 ～ 50 ドで

にあり、南北 に 65 7 、東 に 79 3 の 形であり、伊場大溝を せた調査面積

は 5,210 ㎡となる。

（2） 本  

　本項では主に 19 次調査の 本 に いて る。Ｄ区の 面 は、調査区の東 で南北

面を北 で東 面の れ れ 所で した。 は 13 に分 、 分した。原 には

平 積 し は やかな の 積である。１ は 0 6 後で部分 に された 灰

土 である。 やかに南東 に がる が える。 は 大で 0 35 である。 調

査の伊場 に ると考えられる。 は灰 土である。上面の は 0 5 ～ 0 25 で

ある。１ 、 やかに南東 に がる。上 の畝状遺構、溝はこの 上面から掘り れ

ている。 た、自然流路である伊場大溝（ 01）は、 上面では 状 たは り状に ん 状

であ たと考えられる。３・４ は、 を る灰 の ～ 土であり、 の が

あるが やかに と南 に がる。 調査の伊場 に ると考えられる。 は

0 0 後で された灰 土 である。 は 0 2 ～ 0 3 であり、 は に か て

19次調査 21 次調査 15 次調査 伊場遺跡

Ｄ区
 

土 番号
土 土 番号 土

-1 区
 

土 番号
土

1 土（ 土）

b ー 灰 土 2 灰 土（ 田 土）

3 土 大溝

1 灰 土 c 灰 土 4 灰 土

2 灰 土 d 灰 土 5-1 灰 土

3 灰 ー e 灰 土 5-2 灰 土

4 灰 土 f/g 灰 土 灰 土 5-3 灰 土

5 灰 土 6 灰 土 Ｄ

6 灰 土 h 灰 土 Ｄ

h' 灰 土（ 灰 土 ） Ｄ

h" 灰 土（ 化物・土器 ） Ｄ

7 土（ ・ ー ） i 土（ ー ） 7 機 土

8 灰 土

9 灰 土 ( 物 ) j 灰 10 灰

10 土 ( 物 )

11 灰 土 ( 物 )

12 土 ( )

13 土（ 物 ）
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2 土　5  5 1
3 　5  5 2
4 土　2 5  4 1
5 土　5  5 1
6 土　10  4 1
7 土 10  3 1 ・
8 土　5  6 1
9 土 5  5 1 物
10 土 2 5  2 1 物
11 土 5  5 1 物
12 土 10  2 1
13 土 10  3 1 物

1 土　2 5  4 1

000　梶子遺跡19次　Ｄ区　グリッド配置図・土層柱状図 （000・000）
F 41　Ｄ区　 ド ・土 柱状
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F 42　Ｄ区　遺構
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　Ｄ区　 岸遺構
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を る。４ に やかに と南 に がる。 は となる 、 土（

・ ー ） の と考えられる。 は 灰 土 である。 0 3 後で され

た。 は -0 25～ -0 35 で できた 土 でい る、 である ー （ ）

である。部分 に 物などの 機物を は多 化 る。 上面が の遺構検出面と

なる。 は 0 1 で 調査区では東 南北 てにおいて した。南 に は やかに

がる。 る は、21 次調査では北 Ａ地点では 0 8 で と されている

土（ ー ）が されている。 調査区の れとほ １ 近 の があるが、 平

の 100 に して１ の であるた 、 は 3 5 後となり北 が 地であると

できる。北東 の 15 次調査 区においては、ほ じ である -0 25 で されている。

は に 0 1 に たない。 は がある のの、主として灰 の 土と

の 機物を 土の となるが 遺物 である。 （地山）となる 灰 （ ）

は、15 次調査の 10 、21 次調査の に るが、 調査区においては伊場大溝（ 01）の

面である -1 85 後で できたの である。

（3） 遺構の調査

　 の調査は、伊場大溝北岸 を行 た。南岸では ン を し、掘 を行 たが遺

構、遺物は検出されていない。検出した遺構は、溝跡 18 、土坑 13 、 （ ）４ であ

る。遺構検出面は 上面であるが、検出した遺構の中には、出土した遺物の時期を考えると上

の遺構 れている。溝跡の検出状 は、主 は -30 ～ 40 -E で北東・南 に か て

に延 る のと 行しながら延 る のが される。土坑の埋土はい れ 状を

る。これは、伊場遺跡 における弥生時代後期の遺構に るた 、本調査で検出された土

坑 弥生時代後期に 属 ると考えられる。遺物は出土していない。

溝

　SD1001 （F 43） 調査区北 部の L50・51 ドに る。遺構の北東 は調査区 へ延

る。検出 は 3 60 、 は 0 48 、 さは 0 08 、主 は -40 -E で であるがやや

行 る。 面形は 状を る。埋土は で 化物を 量 。遺物は出土していない。

　SD1005（F 43・45）調査区南東部の 55・56、 L54・55、 54 ドに る。遺構の北

東 は調査区 へ延 る。検出 は 26 40 、 は 0 56 、 さは 0 23 、主 は -31 -E で

に延 る。 面形は 形状を る。埋土は で灰 土・ 土 の 土

である。遺物は出土していない。

　SD1006・1007（F 43・45）調査区南東部の 54・55 ドに る。 1006 の検出 は 6 80

、 は 0 34 、 さは 0 13 で南 から東 へ 状に延 る。 1007 の検出 は 8 20 、

は 0 34 、 さは 0 09 、主 は -42 -E で ではあるがやや 行 る。 1006・1007

は しているが 関 は られなか た。埋土は 遺構と に で灰 土・ 土

を 。遺物は土師器が出土したが のた していない。

　SD1008（F 43・47）調査区南東部の L54 ドに る。検出 は 4 14 、 は 0 22 、
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F 43　Ｄ区　 　遺構

さは 0 06 でほ 南北 に延 る。遺物は須恵器や土師器が出土しており、 （１）１点

を した。出土した遺物から上 の遺構と考えられる。

　SD1009（F 43）調査区南東部の 55 ドに る。検出 は 4 80 、 は 0 30 、

さは 0 16 で北に るコ字状を る。遺物は出土していない。

　SD1010 （F 43） 調査区南東部の 54・55に る。 1007を る。検出 は9 00 、 は0 50

、 さは 0 16 、主 は -27 -E で に延 る。埋土は で灰 土・ 土

を多量 。遺物の出土はないが 面 から上 の遺構と考えられる。

　SD1011（F 43）調査区南東部の 54・55、 54 ドに る。 1006・1008 を る。

検出 は 1 31 、 は 0 49 、 さは 0 26 、主 は -26 -E で に延 る。埋土は

で、灰 土・ を多量 。遺物の出土はないが 面 から上 の遺構と考えら
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F 44　 1005・1010・1011・1015・1017・1018　
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F 45　 1006 ～ 1009　

れる。 1010 との 面 、埋土など 点が られることから 時期の遺構であると考えられる。

　SD1012（F 46）調査区中 部の 53 ドに る。検出 は 5 60 、 は 0 24 、

さは 0 13 で南北 にやや 行 るかた で延 る。遺物は出土していない。

　SD1013・1016（F 46・47）調査区北東部の 52・53、 51・52、 L51 ドに る。

1013 の検出 は 19 80 、 は 0 48 、 さは 0 18 で北東・南 へ 行しながら延 る。

1016 の検出 は 12 20 、 は 0 48 、 さは 0 14 でやや 行しながら る。 1013・

1016 は るが、 関 は られない。遺物は 1013 から土師器が出土したが のた

していない。 1016 から須恵器（ ）が出土した。出土した遺物から、 1016 は上 に 属

る遺構と考えられる。

　SD1014（F 46）調査区北部の 51・52、 51 ドに る。検出 は 19 40 、 は

0 48 、 さは 0 17 で北東・南 へ 行しながら延 る。遺物は出土していない。近

る 1012・1013・1016 は埋土、遺構形状と る点が られ 時期の遺構と考えられる。

　SD1015（F 44）調査区北部の 52、 51・52、 50・51 ドに る。北 は調査区

へ延 る。検出 は 25 70 、 は 0 50 、 さは 0 16 、主 は -39 -E で に延 る。

埋土は で灰 土・ 土 を多量 。遺物は出土していない。

　SD1017（F 44）調査区北 部の 52、 51・52 ドに る。 1018、 1012 を る。

検出 は 17 90 、 は 0 48 、 さは 0 29 、主 は -32 -E で に延 る。埋土は

で灰 土・ 土 を多量 。遺物は出土していない。

　SD1018（F 55）調査区北 部の 52、 51・52 ドに る。 1017 に られる。検
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F 46　 1001・1012 ～ 1014・1016　
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SK1013SK1012

SK1008

SK1007

SK1006

SD1010

SD1011

SD1011

SD1017

2m0 1:40

F 48　 1006 ～ 1008・1012・1013　

出 は 17 40 、 は 0 28 、 さは 0 11 、主 は -29 -E で北から に延 た後、

に る。埋土は で灰 土・ 土 を多量 。遺物は出土していない。

土

　SK1006（F 48）調査区東部の 54 ドに る。 1011 に られる。平面形は な

形で 面形は 状を る。埋土は の 灰 土で 土 ・ 土

を主 で 。 ー より掘り れている。遺物は出土していない。

　SK1007（F 48）調査区東部の 54 ドに る。 1010 に られる。平面形は 1010

に られているが、 形と考えられる。 面形は 状を る。埋土は の 灰 土で

土 ・ 土 を主 で 。 ー より掘り れている。遺物は出土して

いない。

　SK1008（F 48）調査区東部の 54 ドに る。 1011 に られる。平面形は な

形で 面形は 状を る。埋土は の 灰 土で灰 土 ・ 土

を主 で 。 ー より掘り れている。遺物は出土していない。
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4
5

3

15cm0 1:3

F 49　遺構 出土遺物

　SK1012（F 48）調査区北 部の 51 ドに る。 1017 に られる。平面形は

1017 に られているが、 形と考えられる。 面形は 状を る。埋土は の 灰

土で灰 土 ・ 土 を主 で 。 ー より掘り れている。遺物

は出土していない。

　SK1013（F 48）調査区北 部の 51 ドに る。平面形は な 形、 面形は

状を る。埋土は に分 され、灰 土・ 土 を 量 。 では灰

土 を主 と る。遺物は出土していない。

遺構 出土遺物

　遺構 出土遺物 （F 49） 遺物 より出土した遺物のう 、弥生土器（３・４）、古式土師

器（ ）の３点を した。

　３は、 で 部を している。口 が 、 部上 がやや り出し、口 部は

る。内 面と に 調 が される。４は、 52 ドの伊場Ｄ より出土した。

口 で上 は している。 面は 調 が される。３・ は、 52 ドの伊

場 より出土した。 は、 字 で を している。 面は 調 されたの 、 部

上 に コ が される。古墳時代 期に けられる。
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SD060

SD066

SD068

SD069

SD082

SD081

SD094

SD090

SD080
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SD076
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SD073

SD071

SD070

SD319

SD241
SD240

SD239

SD238SD237

SD235

SD150

SD148

SD156

SD158
SD159

SD194

SD193 SD192

SD180

SD153

SD154

SD155
SD188

SD157

SD234

SD232
SD231

SD230

SD228

SD229

SD043
SD227

SD040

SD039
SD037

SD036

SD126

SD124

SD128

SD031

SD029

SD024

SD025SD028

SD027

SD026

SD226

SD233

SD016SD017

SD019

SD018

SD108
SD020

SD118

SD022
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SD045

SD046

SD047SD048
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SD050

SD067

SD103

SD051

SD072
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SD053

SD054SD055
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SD058 SD021
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SD014
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SD012
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SD010
SD009

SD008 SD006
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SD004
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SD271
SD270
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SD152
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SD138
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SD140

SD142
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SD144
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SD146

SD147

SD152

SD151SD269

SD268

SD265

SD263

SD264

SD266
SD267

SD262

SD261

SD260
SD259

SD164
SD165

SD166

SD141

SD055

SD044

SD225
SD041

SD236

SD084
SD069

SD191

SK01
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SD002
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BM-53BM-53
BL-53BL-53
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BL-51BL-51

BK-53BK-53

BK-52BK-52

BK-51BK-51
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a’a’
bb

b’b’

cc

c’c’

dd

d’d’

gg

g’g’

ee
e’e’

10m0 1:200

（4）上 遺構の調査

　伊場大溝 岸上 で検出した遺構は、掘立柱建物 、溝跡 315 、土坑 14 、 （ ）

281 である。検出面や出土した遺物を えると伊場大溝 （ 世紀中 ～ 世紀後 ）に

る時期に けられる。溝跡は、北岸を主 に検出され、南岸では ・ 間 に延 る

溝跡が検出される。これらの溝跡は、土坑・ に られる。北岸は主 を -20 ～ 46 -E の北

東・南 に延 る溝跡が主 で、ほ ・ 間 で 状に検出され、主 を -59 ～ 69

-E の北 ・南東 に延 る溝跡に られる。南岸では、主 を -40 ～ 45 -E の北東・南

に延 る溝跡を土坑・ が る。溝跡の検出状 を考えると に伴う遺構であると考え

られる。土坑、 は、 の どが南岸に集中 る。柱 、柱 跡が される柱 される。

ほとんどの土坑、 は溝跡を る形で検出される。

物

　SH01（F 54）調査区南 部の E54・ E55 ドに る。遺構の南 は調査区 とな

るた 検出できなか た。 行 間、 行 間の 柱建物で、 は 2 6 4 8 で検出面から

F 50　Ｄ区　伊場大溝 岸遺構 　北東部 大
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SD100

SD099

SD101
SD102

SD096

SD097

SD115

SD106

SD113

SD114

SD112
SD110

SD109 SD091

SD123

SD122

SD121

SD120

SD119

SD118

SD117

SD250
SD251

SD185

SD187

SD186

SD184

SD252

SD253 SD255

SD254

SD195

SD154

SD155

SD152

SD193
SD192

SD194

SD188

SD105

SD111

SD095

SD092

SD092
SD088

SD104SD089

SD087

SD086

SD085

SD085

SD094

SD90

SD082
SD081

SD080

SD079

SD078

SD077

SD076

SD068

SD065

SD064

SD066

SD063 SD062
SD061

SD060
SD059

SD057

SD056

SD058

SD097

F 51　Ｄ区　伊場大溝 岸遺構 　北中 部 大

の さは 0 1 ～ 0 36 である。 198・199 は 274 を る。柱 の平面形は、 形～ 形で

ある。柱 は である のが多 灰 が主 となる。遺物は土師器が出土している

が のた していない。

　SH02（F 54）調査区南 部の E55 ドに る。遺構の南 は調査区 となるた 検

出できなか た。 行１間、 行３間の 柱建物で、 は 4 0 5 1 で検出面からの さは 0 21

～ 0 52 である。 29 は 273・ 30 を る。柱 の平面形は 形～ 形である。柱 は

である のが多 灰 が主 となり、 れ の 29 は柱 跡が される。

溝

　SD02（F 55）調査区南東部の 51・ 52・ L52 ドに る。遺構の は調査区

へ延 る。検出 は 24 7 、 は 3 96 、 さは 3 96 、主 は -64 - である。北 から南

東へ に延 、 は やかに る。 面形は 形を る。埋土は に分 でき、

～３ にかけて須恵器が出土 るが のた していない。

　SD96（F 51・56）調査区北部の 50・ 51・ 51・ 52 ドに る。遺構の北 は
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F 52　Ｄ区　伊場大溝 岸遺構 　南東部 大

調査区 へ延 る。検出 は 23 9 、 は 0 70 、 さは 0 17 、主 は -9 -E である。

面形は 状を し、埋土は に分 される。遺物は須恵器（ ）が出土している。 は、 の

で 部に墨書が記されている。文字の は により であるが１文字 できる。

　SD100（F 51）調査区北部の 50・ 51 ドに る。 さは 6 32 、 は 1 74 、

さは 0 12 、主 は -81 - である。 99 を り 101・ 102 に られる。 面形は やか

な 状を し、埋土は である。遺物は出土していない。
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SP238

F 53　Ｄ区　伊場大溝 岸遺構 　南 部 大

　SD303 312（F 55・56）調査区南 部の E56・ F56 ドに る。 303 と 312 が

る溝で、 る東 と 312 の は調査区 へ延 る。 303 の検出 は 9 45 、 は

1 13 、 さは 0 12 、主 は -49 -E である。 面形は、 形な 形を し埋土は

に分 される。１ より須恵器の （ ）が出土している。 312 の検出 は 4 6 、 は 1 1

、 さは 0 11 、主 は -73 - である。 面形は、 い 状を し埋土は に分 される。

１ より須恵器（ ）が出土している。 は、 で口 部・ 部の を している。

　 の に 別で していない溝跡より出土した４点を した。 77 は 、 201 は 10、 97

は 11、 275 は 12 が出土している。 は須恵器の である。10 は土師器の で、 部に を

、 部は中 で して がる。11 は土師器の で、上 の している。内面は 調

が されており、 面は のた 調 が である。12 が土師器の で口 が内 る。

内面は 調 、 面は 調 が される。

土

　SK02（F 60）調査区北部の 51 ドに る。平面形は 形、 面形は 字形を る。

埋土は に分 でき、 灰 を主 とし、灰 土 、 化物を 。遺物
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1　にぶい 　 灰 中量、 化物 量 。
2　 灰 　灰 中量 。
3　灰 　灰 量 。

F 54　 01・ 02　
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F 55　 02・76・77・301 ～ 303・312　

　SD02・76・77　

　SD301・302・303・312　

3

4 56

1
2

1

1 1

33

1

22

1　 灰 　灰 土 を多量に 。
2　 灰 　灰 土 を 量 。
3　灰 土　灰 量、 物遺 を多量に 。
4　灰 土　灰 量 。　
5　 灰 土　灰 ・ 機 土( ー ) 量 。
6　 灰 土　 機 土( ー )多量、灰 量 。

SD312
1　 灰 　灰 土 多量
                     化物 量 。
2　 灰 　灰 土 量
　　　　　　　　　　 化物 量 。

SD301
1　 灰 　灰 やや多量、 化物 量 。
SD302
1　灰 　灰 量、 化物 量 。
SD303
1　 灰 　灰 土 多量、 化物 量 。
2　 灰 　灰 土 量、 化物 量 。
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S 15
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　SD03・05・19 24・26 29・33・45・47・52 59・68・96・99・100・134 146・216・217　

1

22

1
1

2

22 22
1 1

2233

1 1

22

1

33

1 1 1 1 1 1

2222222222

1

1

1

1

1

22
1111

11111 11

22

1 2

33

2
4

1

33

55

1 1

22

2

33

22

1

1 1

12 11

SD134・136・138・140・142
1　 灰 　灰 土 ・ 子 量、 化物 量 。
2　灰 　 灰 を 状に 。
SD135・137・139・141・143・144・146
1　 灰 　灰 土 ・ 子 ～中量 。
SD145
1　 灰 　灰 土 子 量 。

SD19・20・45
1　 灰 　灰 土 を多量 。
2　 灰 　灰 土 を ～ 量 。
SD21・22・23
1　 灰 　灰 土 を ～中量 。
2　 灰 　灰 土 を多量 。
SD47
1　 灰 　灰 土 を 量 。
2　灰 　 灰 土 を 量 。

SD52・53・54
1　 灰 と灰 の 土。
2　灰 　 灰 子 量 。
SD55・56
1　 灰 　灰 土 量、 化物 量 。
2　 灰 　灰 土 多量 。
SD57
1　 灰 　灰 土 量、 化物 量 。
2　 灰 　灰 土 多量 。
3　 灰 　灰 土 中量 。
SD58
1　 灰 　灰 土 子 量 。
2　 灰 　灰 土 子中量 。
3　 灰 　灰 土 量 。
SD59
1　 灰 　灰 土 中量 。
2　灰 　灰 土 子 量 。

SD28・27・26

1　 灰 　灰 土 を 量 。

2　 灰 　灰 土 を多量 。
3　 灰 　灰 土 を 量 。

1　灰 　　
   灰 土 子 量、 化物 量 。

2　 灰 　　  
   灰 土 子 量　 機物( 物)を2 と3 の に 。

3　にぶい  
   灰 土主 。 灰 、 化物 量 。

4　 灰 土　　        
   灰 土 多量、 化物 量 。

5　灰 土　　        
   灰 土 主 。 灰 子 量 。

SD29
1　 灰 　
   灰 土 を中量 。
2　 灰 　　
   灰 土 を 量 。

SD96
1　 灰
 　灰 土 ・
   を 量 。

2　 灰
 　 を多量 。

SD05
1　 灰
 　灰 土 子 量 。

2　 灰
 　灰 土 子 多量 。

SD24
1　 灰
 　灰 土 量 。

2　 灰
 　灰 土 多量 。

3　 灰 土
 　灰 土 量 。

SD99
1　 灰 土　灰 土 量 。
SD100
1　 灰 土　灰 土 量 。
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c c’ d
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SD99SD99 SD100SD100SD96SD96

1 80 40

150 1 3

9
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F 56　 77・303・312　出土遺物

F 57　 03・05・19 ～ 24・26 ～ 29・33・45・47・52 ～ 59・68・96・99・100・134 ～ 146　
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F 59　 97・201・275　出土遺物

F 58　 273・274・275 ～ 284・295・296・ 92　

　SD273・274・276 284 SD275・295・296・301 303・312 S 92　

1 1 1

1
1

1

22

33

22

22
22

1 1 1 1 1 1 1 1 1

SD295
1　 灰 　 化物 量 。
2　灰 　　 量 。
3　 灰 　 量 。

SD296
1　 灰 　灰 ・ 化物 量 。
2　 灰 　灰 やや多量に 。
S 92
1　 灰 　灰 ・ 化物 量 。
2　 灰 　灰 量 。

SD273・274・276 284
1　 灰 　 量 。
SD275
1　 灰 　　  化鉄・ 化物を多量、灰 土 量 。
2　 灰 　 化鉄・ 化物 量、灰 土 量 。

j

k l

j’

k’ l’

0 50

0 50 0 50

SD273

SD295 SD296S 92

SD274 SD275 SD276 SD277 SD278 SD279 SD280 SD281 SD282 SD283 SD284

50 1 100

1 80 40

150 1 3

10

11

12

は出土していない。

　SK04（F 61）調査区中 部の 52 ドに る。平面形は 形な 形、 面は 状

を る。埋土は で遺物は、土師器の （13）が出土している。

　SK10（F 60）調査区南東部の L55 ドに る。 11 を る。平面形は 形、 面

は 形を る。埋土は で 化物を 。遺物は出土していない。

　SK11（F 61）調査区南東部の L55 ドに る。 220 を り、 10 に られる。平

面形は 形で、 面形は 字形を る。埋土は で灰 土 を主 で 。遺物

は より土師器 （14）が出土している。 部の に して口 がやや い形状をな 。内 面

と に により調 が である。
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― 68 ―000　 遺 19 　D 1 　 　SK02・04・10・11 SD220 S 12　 ・ ・  000・000

1

2

1

2
2

2

3

SK10
1　 灰 　灰 土 量、 化物 量 。

2　 灰 　灰 土 子 量、 化物 量 。

SK11
1　にぶい 　灰 土 主 、 灰 を 状に 。
2　 灰 　　　　灰 土 を 量、 化物 量 。

SD220
1　 灰 　灰 土 ・ 子多量、 化物 量 。

2　 灰 　灰 土 ・ 子 量、 化物 量 。

3　 灰 土　　　　灰 土 子、 化物 量 。

SK02
1　 灰 　灰 土 多量、 化物 量 。
2　 灰 　灰 土 量、 化物 量 。

SK04
1　にぶい 　 灰 子 量 。

a a’

a a’

a a’

a a’

AA

a’
14

13

a a’

a

0 50

0 50

0
5
0

0 50

SK02

SK02

SK04

SK04

SD220

SK10

SK11

SD220 SK10SK11

S
K
1
1

1 40 20

150 1 3

13

14

F 61　 04・11　出土遺物

F 60　 220・ 02・04・10・11　
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F 62　 155・157 ～ 159・162・163・180　

　 （F 62 ～ 64）柱 が る の した。 のう 159・ 236・ 238 より出

土した柱 は 年代 を行 た。

　 12・214 より出土した須恵器・土師器の 点、 157（17）・ 159（18）・ 234（19）・ 236（20）・

238（21）・ 253（22）の木製品 点を した。 12 より須恵器の （15）の が出土し

ている。 214 より土師器の （16）が出土している。 字 の 部と 考えられる。 よ

り出土した木製品は柱 で 部を平 、あるいは多 の 面より に り出している。

遺構 出土遺物

　遺構 出土遺物（F 65）遺構 より出土した遺物の 23 ～ 35 を 。須恵器、灰釉陶器、土師

器、石製品が出土しており、灰釉陶器には墨書が記されている。

　23 ～ 26 は須恵器である。23 は である。24 は の 部で、「 」の１文字が記されている。

25 は、 である。 部に 形の が３ あり、 部に 状文が される。26 は、 の

口 部と される。27 ～ 33 は灰釉陶器である。27 は、 部に「足」の１文字が記されている。

28 は、内面に「井」が記されているが、 面の文字の はできなか た。29 は、 面 所に

墨書が記されているが、 はできなか た。30 は、 部に墨書が できるが はできなか

た。31 は 面に「得」の文字が記されている。32・33 は、「足」の文字が記されている。34 は土

師器の である。35 は 灰 製の 石で、 面４面を 面として している。

000　SP155・157～159・162・163・180

1
2

3

2

3

11

1

2
2

11

2

1

1

1

1

2

1

22

a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

a’a

a’a

0 50
0 50

0 50

0 50

0 50
0 50

SD284

SD285

SD285

SP155 SP157

SP163
SP180

SP162
SP159

1:40 2m0

1　灰
   灰 土 中量 。

1　 灰
   にぶい 量 。1　灰

   灰 中量、 物 量、
   化物 量 。
2　 灰
   にぶい 量 。

1　 灰
   灰 量 。
2　灰
   灰 中量 。

1　灰
   10 の灰 土 量 。
2　 灰
   10 の灰 土 量 。
3　灰
   5 の灰 土 量 。

a a’

a a’

0 50

SP158

1　灰
   灰 土 中量 。

1　にぶい
   灰 中量、
   化物 量 。
2　灰
   灰 中量 。
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000　SP185・186・236～238

1

1

2

1
2

2

1

3

3

a a’
a a’

a a’

a a’

a a’

a a’

0 50

0 50

0 50

1:40 2m0

SD282

SP236

a a’

a a’

0 50

SD283

1　 灰
   灰 中量 。

1 1

2

33

a a’

a a’

0 50

SP212

SP237

SP70

SP241

SD281

SP185

SP186

SP238

1　灰
   10 の灰 土 量 。
2　 灰
   10 の灰 土 量 。
3　灰
   5 の灰 土 量 。

1　 灰
　 中量、 物・ 化物 量 。
2　 灰
   10 の灰 土 量 。
3　灰
   5 の灰 土 量 。

1　 灰
   中量、 物・ 化物 量 。
2　 灰
   10 の灰 土 量 。
3　灰
   5 の灰 土 量 。

1　灰
   灰 土 多量 。
2　灰
   中量 。

（5）

　伊場大溝 岸の調査では、 より溝跡や土坑、 を多 検出した。 ー 上面での遺構検

出であるが、 1010・1011 は伊場 3 からの掘り が できることから古墳時代 に 属

る遺構の がある。 た、 1008・1016 などは上 で される遺物が出土していること

から上 遺構に 属 ると考えられる。 れらの遺構に られる土坑は、灰 土 を多

量 、遺物 出土しない。このような特 の土坑は、伊場遺跡 内での調査で に渡 て

される土坑と る。遺物が出土していないた 属時期の は であるが、検出 か

ら弥生時代後期の遺構と考えられる。

　上 では、掘立柱建物 のほか、溝跡、土坑、 が多 された。南岸において検出され

た掘立柱建物や などい れ に関連 ると される溝跡より し 、 域が形 され

る は生産域であ たと考えられる。出土した遺物の時期にさほど きが いことから に関

連 る生産域から やかに 域へと 行してい たと される。これらの溝跡は形 や分 状

から、 に関連 る のと考えられる。溝跡の 集している 所は畝を り した 、遺構

の 度が な たと考えられる。伊場大溝北岸では に関連 る生産域が に が てい

たことが される。

　上 の遺構 は、出土遺物、柱 の 年代 の分 を えると伊場大溝 （

世紀中 ～ 世紀後 ）の遺構 と考えられる。

F 63　 185・186・236・237・238　
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15cm0 1:3

30cm0 1:6

15 16

17

18

19

20

21

22

F 64　 12・157・159・214・234・236・238・253　出土遺物
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15cm0 1:3

23

24

25

26

31

2927

28

30

33

32

34

35

F 65　遺構 出土遺物


	とびら



